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第１章 全体のまとめ 

１ 人口動態の概要 

（１）本市人口は88,316人（Ｒ2.4.1現在、前年対比95人増）と増加し、人口ビジョンで設

定した目標人口推計を上回る結果となった。 

（２）合計特殊出生率は「1.67」（Ｈ30）となり、平成29年数値から0.12ポイント減少した。 

令和元年も若年女性人口は減少が続き、出生数が前年比64人の減。また、子育て世代（30 

～40歳代前半）の市外転出超過に歯止めがかかっていないため、引き続き転出の抑制に 

向けた対策が必要。 

（３）県人口推計（Ｒ2.4.1現在）では、県全体人口は3,624,878人で平成27年国勢調査（Ｈ 

27.10.1）から75,427人（2.0％）の減少。人口増加は、本市を含む２市１町のみ。 

２ 戦略（政策パッケージ）の概要 

総合戦略では、本市の人口ビジョンに掲げる将来目標人口の実現や総合計画の早期実現

に資する取組を加速させるほか、人口減少を抑制していくための「抑制戦略」と人口が減

少する社会においても市民が快適に暮らし続けられるための「適応戦略」を“３つの挑戦

（政策パッケージ）”として掲げ取り組んでいる。 
 

■３つの挑戦の取組［全13取組のうち、３取組が達成、８取組が順調、２取組が難航］ 
 

挑戦１ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 

（１）経済産業省「未来の教室実証事業」の実施など、ＩＣＴ教育の実証研究を行った。 

（２）エコパにて自動運転走行の実証実験を実施した。 

（３）袋井市静岡モデル防潮堤整備事業と連動し整備を進めた「豊沢工業団地」に、トッパ

ン・フォームズ東海㈱袋井工場が竣工した。 

（４）エコパを会場に開催されたラグビーＷ杯2019を契機に、国内外に向け積極的に本市の

特産品や観光等のシティプロモーションを実施した。また、大会期間中は「ふくろい版

ホームステイ」やゲストが書道や生け花を行う「日本文化体験」を実施し、市民との国

際交流機会を創出することで「まちの国際化」を推進した。 
 

挑戦２ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦 
（１）夜間における観光消費の拡大を目的とした「夜の賑わいづくり創出事業」や、観光交

流客数が減少する夏場の誘客を目的とした「遠州三山風鈴まつり」を実施した。 

（２）海外の食品見本市やレセプションでのＰＲや、大手食品メーカー等と連携した商品開

発を行い、クラウンメロンの販路拡大やブランド力の向上に取り組んだ。 
 

挑戦３ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 

（１）「ふくろいＴａｓｋＡｒｕネットワーク」（厚労省事業）を活用し、「大人の社会科見

学」や「しごと体験」等の試行を重ね、３Days Worker's Office構想の実現に向け事業

の推進とシルバー人材センターとの統合を図った。 

（２）働く世代を中心に健康づくりへの意識を高めるため、地域等へ出向いての出張保健セ

ンター事業や企業に向けた健康経営の啓発、食育推進等を実施した。 

（３）ミズベリング（原野谷川の水辺空間を活用したイベント）や公園や道路等の歩行空間

の整備を行い、公共空間の多面的かつ創造的な利用を促進した。 
 

３ 戦略の推進について 

本戦略の推進にあたっては、総合計画の評価と併せ、施策の進捗や効果等について評価 

し、「輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議」を中心に幅広い分野の方々の意見

を伺いながら、ＰＤＣＡサイクルによる継続的な改善を図り、地方創生の実現に向けて常

に戦略の進化を追求していく。 
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第２章 人口動態 

１ 現状と課題 

（１）本市人口は88,316人（Ｒ2.4.1現在、前年対比95人増）と増加し、人口ビジョン 

で設定した目標人口推計を上回る結果となった。 

（２）合計特殊出生率は「1.67」（Ｈ30）となり、平成29年数値から0.12ポイント減少した。 

令和元年も若年女性人口は減少が続き、出生数が前年比64人の減。また、子育て世代（30

～40歳代前半）の市外転出超過に歯止めがかかっていないため、引き続き転出の抑制に

向けた対策が必要。 

（３）県人口推計（Ｒ2.4.1現在）では、県全体人口は3,624,878人で平成27年国勢調査 

（Ｈ27.10.１）から75,427人（2.0％）の減少。人口増加は、本市を含む２市１町のみ。 

２ 人口推計【３区分別人口】（令和２年４月１日現在）  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注目 注目 

図表３ 自然増減推移 

出生数が700人台まで減少（対前年比▲64人） 

詳細 

注目 

注目 

図表１ 人口推移と３区分別人口の推移 

人口は増加（対前年比＋95人）しているが… 

少子高齢化は進行（年少▲0.2％・老年＋0.3％） 

図表２ 自然増減と社会増減 

社会増減が増加（対前年比＋20 人）するも 

自然増減が減少（対前年比▲59 人） 

出生数が死亡数を下回り自然増減がマイナスとなった 
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３ 出生に関する状況（出生数の推移） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

４ 子育て世代の動向（５歳階級別男女増減数） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５ 他都市との比較（袋井市のポジショニング） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注目 

図表４ 若年女性人口と出生数推移 

平成30年の合計特殊出生率は0.12％減少 

若年女性人口も減少が続く（H31→Ｒ２▲126人） 

図表５ 母親の５歳階級別出生数の推移 

20歳代の出産が減少 

30～34歳の出産が最多、晩産傾向は依然強い 

図表７ ５歳階級別増減人数 

子育て世帯（5～9歳）の転出が依然続く 

 

図表６ 子育て世帯（0～9歳）の近隣市町への転出入状況（H31） 

子育て世帯の近隣市への転出超過が続く 

注
目 

平成 30 年合計特殊出生率（前年比）

国 1.42（▲0.01） 

県 1.50（▲0.02） 

市 1.67（▲0.12） 

注
目 

注目 

図表８ 県人口推計（Ｒ2.4）と H27 国勢調査（Ｈ27.10）比較 

県内30市町で人口減少、増加は２市１町のみ 

図表９ 県内高齢化率調査（Ｒ2.4.1 現在） 

県の高齢化率は過去最高の29.5％、 

本市は23.9％（23市で一番「若いまち」） 
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第３章 総合戦略［３つの挑戦／政策パッケージ］ 

 

挑戦１ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 

 

人を惹きつける地域資源を活用し、若者が魅力を感じ、集い、住みたい、住み続けたい 

など、若い世代を呼び込めるまちづくりに挑む。 
 

取組１ ＩＣＴ教育環境の充実                                  

子どもたちの自ら学ぶ力を養い、教職員が子どもとふれあう時間を確保することで、学力の向上に資

すると共に、心ゆたかで個性と創造性に富み、21世紀を生き抜く力を持った子どもを育成するため、 

ＩＣＴ教育環境の充実を図る。 

■わかりやすい授業の実践 

授業におけるユニバーサルデザインを推進し、 

児童生徒の学習意欲と「確かな学力」を向上させる。 

■校務の合理化・効率化の推進 

児童生徒との触れあいや教材研究の充実を図るため、 

多様化している校務の合理化と効率化を推進する。       ［写真］ＩＣＴ機器を活用した授業 

 

取組２ 未来を拓く「遠州商人」の育成                             

将来の地域産業や経済を担う人材を育成するため、より実践的な職業教育を行う新たな高等教育の 

あり方として、中学卒業後の５年一貫教育を推奨し、タフでグローバルな感覚を持った起業人の育成 

など郷土を愛する遠州商人を創出させる。 

■袋井商業高等学校5年制化の推進 

「袋井商業高等学校の５年制化」を提唱し、全国で初となる公立商業高校の高等専門学校の新設を 

含め、その実現に向けた働きかけを行う。 
 

取組３ 静岡理工科大学との連携強化                              

地域や企業との連携を強化し、新技術や新製品等の創出に繋がる共同研究を支援する。 

また、地域との交流や地域課題への取組を通じて、地域への愛着を育む。 

■新しい事業の創出支援 

静岡理工科大学と市内企業との交流を深め、 

新技術や新製品等の創出に繋がる共同研究を支援する。 

■地域課題解決型“地（知）の拠点事業”の推進 

大学を地域における知的拠点と捉え、地域の課題解決に向けた 

連携をさらに強化し、学内の知的資源をフル活用する。 
［写真］学生フォーミュラ 
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取組４ 内陸フロンティアを拓く取組の進化                          

防災・減災対策の充実・強化と地域資源を活用した新しい産業の創出と集積に加え、袋井らしいライフ

スタイル実現の場の創出を目指し、内陸フロンティアを拓く取組を進化させる。 

■袋井らしいライフスタイルの創出                              

継続的に趣味が実現できる場の創出に向け、公園など公共施設の活用方法を見直し、豊かな自然や農

業資源の活用を図る。また、地域への愛着と人の絆など、定住の促進を図る。 

■創業希望者の支援 

地域の創業希望者を支援することで創業を促進し、地域経済の活性化及び雇用の確保を目指す。 

■魅力的な工業用地の確保 

将来にわたる地域雇用の場を確保するため、 

優良企業の立地を促す工業用地を創出する。   

取組５ 安心して子どもを産み育てられる環境づくり                     

若者が結婚を機に本市に新居を構え、出産子育ての時期を、安心して楽しく過ごすことができるよう 

家庭、地域、企業、行政がそれぞれの役割を担いながら連携・協力し、妊娠、出産、子育てまでの段階 

に応じた多様な支援を行う。                                                      

■アクティブ育児応援プログラム推進事業           

幼少期の多様な動きの習得や親子の触れ合い機会創出など、アクティブな育児環境を実現させる。 

■子ども・子育て支援エリアの充実                      

子ども・子育て支援の一体的なエリアとして施設を集約し、連携強化と機能の充実を図る。 

■子育て世代包括支援センターの開設           

母子保健と子育て支援の総合相談窓口を開設し、妊娠期～子育て期の支援体制を強化する。 

取組６ シティプロモーションの充実・強化                          

“誇りと愛着のもてるまち”を目指し、自らがシティプロモーションの担い手となって袋井の魅力を 

磨き、育て、発信できる仕組みを設けるとともに、全国・世界を視野に、本市の都市ブランド力を向上 

させ、移住・交流人口の増加につなげる活動を展開する。 

■「魅力ある袋井」を発信できる人材の育成    

本市の潜在性（ポテンシャル）を引き出し、自らが語り部となって 

情報発信できる人材を育成する。また、多様なまちの魅力を発信し 

共感し合う市民の輪を広げ、新たな地域文化を創造する。                                       

■全国・世界に向けた情報発信力の強化                               

人口の首都圏一極集中を打開するため、移住希望者を視野に情報発信する。 

また、本市周辺の大学や専門学校などに留学している外国人の協力のもと、本市の存在を世界に向けて

アピールし、交流人口の増加を促す。 

［写真］日本文化体験（生け花） 

［写真］トッパン・フォームズ東海（株）袋井工場 
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挑戦１ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 

 

１ 現状と課題 

 
（１）「ＩＣＴ教育環境の充実」については、「自ら考える力」を効果的に育むため、協働学習の充実や

家庭学習の質を高めるＩＣＴツールを活用し、市モデル事業「未来の教育実証事業」や経済産業省

モデル事業「未来の教室実証事業」を実施した。また、小学生を対象とした「ロボット・プログラ

ミング教室」を開催し、論理的思考力や情報活用能力の向上に取り組んだ。今後の課題は、教員の

ＩＣＴリテラシー向上や１人１台端末の整備であり、国や県の支援制度等を積極的に活用し、早期

実現を図っていく。 

 

（２）「未来を拓く『遠州商人』の育成」については、「袋井商業高等学校５年制化」の推進を図るため、

平成27年度に県知事及び県教育長に対し「要望書」の提出を行った。それを受け、県教育委員会が

平成29年７月に「商業教育高度化対応研究委員会」を設置。今年度は、同研究会が金沢商業高等学

校と富山高等専門学校を視察した。今後の課題は、県における商業教育高度化に向けた調査研究や

議論の熟度を高めることであり、引き続き、関係者らと連携し要望していく。 

 

（３）「静岡理工科大学との連携強化」については、ＥＣＯＰＡドリームプロジェクト（自動運転走行

実証）のほか、袋井市産学官連携推進協議会が市内企業と静岡理工科大学の交流や連携を目的に「共

同研究・開発促進セミナー」等を開催した。また、「大学との包括連携に関する協定書」（平成25年

６月締結）に基づいた取組として、「地域学講座」や「お理工塾」等を開催した。 

   このほか、８月に小笠山総合運動公園（エコパ）で行った「全日本学生フォーミュラ大会」の開

催や静岡理工科大学技術研究会の活動を支援した。今後の課題は、地元企業をいかに巻き込み、地

域産業の発展に貢献できるかであり、新たな産学官連携のあり方を構築していく。 

 

（４）「内陸フロンティアを拓く取組の進化」については、袋井市静岡モデル防潮堤整備事業と併せて

整備を進めてきた豊沢工業団地に、トッパン・フォームズ東海㈱袋井工場が竣工し、令和元年10月

31日から操業を開始した。小笠山工業団地開発事業については、北側区域Ｄ・Ｅ区画で開発協定を

締結し、測量設計調査を開始した。また、南側区域Ａ区画で進出協定、Ｂ・Ｃ区画の一部について、

進出申出書の提出を受け承認した。今後の課題は、事業の着実な進展に向けた地元調整や許認可申

請等の円滑化であり、引き続き、民間開発事業者らと連携を図り、必要な支援を講じていく。 
 

 

（５）「安心して子どもを産み育てられる環境づくり」については、子ども・子育て支援エリア「育ち

の森」や妊産婦・子育て世代の総合相談窓口「子育て世代包括支援センター」による相談・支援、

巡回型子育て支援センター運営事業の実施のほか、「子育て応援アプリ（フッピーのぽっけ）」によ

る子育て情報の発信等により、きめ細やかな子育て支援を行った。 

   また、幼児の多様な動きの習得や親子の触れ合いを目的とし、「出前親子うんどうあそび教室」

を開催した。今後の課題は、相談や支援を必要とする対象者との接点をいかに構築するかであり、 

  関係機関との連携をさらに強化していく。 

 

（６）「シティプロモーションの充実・強化」については、ラグビーＷ杯2019の開催に向けて機運醸成

のイベントを実施した。また、大会当日はおもてなしエリアにて、本市のＰＲを目的としたノベル

ティ（ペットボトルホルダー、ポストカード）の配布や特産品の販売等を行い、本市の魅力発信と

シティプロモーションの促進につなげた。このほか、登録いただいた約100世帯のホスト家庭を対

象とした「ふくろい版ホームステイ」や、ゲストが書道や生け花を行う「日本文化体験」を大会期

間中に実施し、市民との国際交流機会を創出した。今後の課題は、エコパや観光施設などへの来訪

者に対するアプローチの強化であり、多様な手段と機会を活用し、シティプロモーションを展開し

ていく。 
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２ 主な取組の進捗状況   

☆…地方創生交付金活用事業 

取組名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 
未着手 着手 順調 難航 達成 

１－１ 

ＩＣＴ教育環境の充実 

 

   
 

〇ICT機器や学習支援ソフトを活用した新しい

学習モデルの実証研究を今井小学校で実施☆ 

○小学生向けプログラミング教室開催（10～12

月、参加者市内小学生と保護者25組）☆ 

学校教育課 

教育企画課 

ICT政策課 

１－２ 

未来を拓く「遠州商人」の 

育成  
  

  
○H27年度末に県知事及び県教育長に「要望

書」提出、県教育委員会が具体的な対応を検

討中。R1は商業教育高度化の先進地視察を行

った。 

市長公室 

１－３ 

静岡理工科大学との 

連携強化 

 

   
 

 

〇ECOPAドリームプロジェクト（2/27自動運転

走行実証実験）☆ 

○「地域学講座」開催（全４日間 49人） 

○産学官連携の推進 

・共同研究・開発促進セミナー 

（1/16、2/17 31人） 

・技術研究会への活動支援 

（ﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ｱｸﾞﾘﾆｸｽ、金型） 

〇全日本学生フォーミュラ大会（8/27～＠エコ

パ）開催の支援（延べ来場者16,332人） 

○コミセンDEお理工塾 

（コミュニティセンター３箇所で開催） 

〇ラグビーW杯2019おもてなしエリアへVRキッ

ク体験ブース出展（全４日間） 

企画政策課 

産業政策課 

生涯学習課 

ｽﾎﾟｰﾂ政策課 

市長公室 

１－４ 

内陸フロンティアを拓く取組 

の進化 

 

   
 

〇豊沢工業団地のトッパン・フォームズ東海㈱

袋井工場が竣工した。小笠山工業団地北側区

域D・E区画で開発協定を締結、南側区域Ａ区画

で進出協定締結、また、Ｂ区画及びＣ区画の一

部で進出申出書が提出された。 

○創業支援事業の実施☆ 

・創業相談会（全10回/11人相談） 

・創業セミナー（２回） 

・創業塾（全６回、７人） 

〇袋井市静岡モデル防潮堤整備事業利活用基

本計画に基づきワークショップの運営支援☆ 

（４回 約270人） 

産業政策課 

建設課 

市長公室 

１－５ 

安心して子どもを産み育てら

れる環境づくり 

 

   
 

〇育ちの森、子育て世代包括支援センター・巡

回型子育て支援センターによる相談・支援☆ 

〇子育て応援アプリ「フッピーのぽっけ」推進☆ 

〇出前親子うんどうあそび教室☆ 

育ちの森 

健康づくり課 

すこやか子ども課 

ｽﾎﾟｰﾂ政策課 

１－６ 

シティプロモーションの充実・

強化 

 

   
 

〇ラグビーW杯2019関連 

・ノベルティ作成（東海道五十三次どまん中 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾎﾙﾀﾞｰ4,000個）☆ 

・シティプロモーション動画作成☆ 

・ふくろい版ホームステイ（登録104世帯）☆ 

・日本文化体験（書道、生け花等）☆ 

・ラグビー“キック”チャレンジ（5/11、2,149人） 

・ラグビー“トライ”チャレンジ（6/29、2,067人） 

・対戦国料理試食会☆ 

  南アフリカ対イタリアナイト（7/26、53人） 

  ラグビー女子会（8/23、50人） 

  アイリッシュナイト（9/13、85人） 

・おもてなしエリアでのPR 

企画政策課 

国際課 

ｽﾎﾟｰﾂ政策課 

産業政策課 

農政課 
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３ 評価指標の達成度        [評価基準:                     ]  

※括弧内矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します 
 

1-1 ＩＣＴ教育環境の充実 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

授業がよく分かると答える児童の割合 

［↑］【出典：学校教育課】 
％ 

     ― 

（Ｈ26） 
    88.0    91.0     89.1 90.0 

91.5

（90.0）

 

全国規模の学力調査で全国平均を上回る

科目の割合（小６）［↑］【出典：第２次総合計画】 
％ 

   50.0 

（H26） 
    20.0   100.0       0      0 

0

（100.0）

 

 

1-2 未来を拓く「遠州商人」の育成 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

袋井商業高等学校の５年制化の実現 
【出典：市長公室】 

― 
３年制 

（Ｈ26） 

県知事 

要望 
県検討 研究会開催 研究会開催 

研究会開催 

先進地視察 

（実現） 

 

 

1-3 静岡理工科大学との連携強化 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

静岡理工科大学と市内企業の 

産学交流研究数（５年間累計） 

［↑］【出典：第２次総合計画／工業振興計画】 

件 

    15 
（Ｈ22～26累計） 

      ４ 

（H27） 
     ７ 
（Ｈ27～28累計） 

     11 
（Ｈ27～29累計） 

    14 
（Ｈ27～30累計） 

15

（20）
 

若者など市民を対象にした学習機会 

［↑］【出典：生涯学習課】 
回 

    30 

（H26） 
     38      36      43     37 

39

（50）
 

大学生との協働活動の実施件数 

（５年間累計） 

［↑］【出典：企画政策課】 

回 

     １ 

（H26） 

      ２ 

（H27） 
     ４ 
（Ｈ27～28累計） 

      ８ 
（Ｈ27～29累計） 

    11 
（Ｈ27～30累計） 

13

（10）

 

 

1-4 内陸フロンティアを拓く取組の進化 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

利用を特化した公園数 

［↑］【出典：都市整備課】 
箇所 

     ０ 

（Ｈ26） 

特化内容 

検討   

特化内容 

検討      
１ ３

０

（３）

 

公園を利用した展示、販売等のイベント数

［↑］【出典：都市整備課】 
回 

     １ 

（H26） 
      ４       ３       ２      ４ 

  ２

（６）
 

体験ツアー等参加者数 

［↑］【出典：スポーツ政策課】 
人 

    ― 

（H26） 
 3,300   3,400 3,200 3,500 

4,100

（10,000）
 

農業体験ツアー開催数 

［↑］【出典：農政課】 
回 

    ― 

（H26） 
      ２       ３       ３      ３ 

２

（５）
 

創業件数 

（卸・小売業・サービス業／５年間累計） 

［↑］【出典：第２次総合計画】 

件 

    94 
（H22～26累計） 

      17 

（H27） 
     24 

（H27～28累計） 
     36 
（H27～29累計） 

     44 
（H27～30累計） 

59

（130）
 

新たな工業用地の創出面積（５年間累計）

［↑］【出典：産業政策課／参考：工業振興計画】 
㌶ 

    ― 

（H26） 

豊沢開発 

造成中 

（８ha） 

豊沢開発 

造成中 

（８ha） 

豊沢開発 

造成中 

（８ha） 

豊沢開発 

造成完了 

（８ha） 

  ８ha

（14ha）
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1-5 安心して子どもを産み育てられる環境づくり 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

運動教室への参加率（企業等の協力度）

［↑］【出典：スポーツ政策課】 
％ 

     ― 

（Ｈ26） 
   83.0    50.0    48.3    25.5 

52.1 

（90.0） 
 

子育てが楽しいと感じる人の割合 

［↑］【出典：スポーツ政策課】 
％ 

     ― 

（H26） 
  100.0 

H29 
調査 

  100.0   100.0 
96.3    

（80.0） 

 

子育てに関する相談（０～18歳）が切れ目 

なく受けることができていると思う保護者の率

［↑］【出典：育ちの森】 

％ 

     ― 

（H26） 
92.3   100.0   100.0    98.1 

98.5    

（90.0） 

 

「育ちの森」（相談支援施設）を利用すること

で子どもへの理解が深まった保護者の率

［↑］【出典：育ちの森】 

％ 

     ― 

（H26） 
88.0    94.0    94.2    95.4 

  95.4  

（80.0） 

 

生後２カ月以内の赤ちゃん訪問の実施率

［↑］【出典：健康づくり計画】 
％ 

   33.2 

（H26） 
   58.9    75.5    63.7    85.5 

64.0    

（50.0） 

 

不安や心配を抱える妊産婦（特定妊産婦・ 

ハイリスク妊産婦を除く）に支援を行った割合

［↑］【出典：健康づくり課】 

％ 

   18.5   

（H26） 
   23.8    86.3    84.6    84.0 

  85.5  

（100） 
 

 

1-6 シティプロモーションの充実・強化 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

市民情報交流サイト「いいね」の数 

［↑］【出典：企画政策課】 
件 

     ― 

（Ｈ26） 
8,830  12,557 24,082  35,459 

43,552 

（20,000） 
 

市民映画観客動員数 

［↑］【出典：生涯学習課】 
人 

     ― 

（H26） 

制作 

準備 

完成
（H29.4～ 

上映） 
  1,258    700 

－ 

（10,000） 

 

全国地域ブランド調査における 

魅力度の順位 

［↓］【出典：企画政策課（地域ブランド調査結果）】 

位 

    787 

（H26） 
757     574    712    600 

   686 

（300） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

４ 創生会議等における主な意見（■…首都圏部会、●…ふくろい部会） 

●デジタル化がもたらす無縁社会への懸念など、人と人のコミュニケーション（顔の見える関係）が再評価されており、

出会いの場づくりが必要である。 

●デジタル技術の進展により選択肢が増えた一方、ITリテラシーの格差の影響が懸念される。 

■社会・行政サービスがデジタル化する中で、アナログ的な行政サービスの付加価値を見直す必要がある。 

■コロナ禍で若者の安全志向が強まるだろう。リスクを取りチャレンジできるような支援が必要ではないか。 

総合評価 ［第 1 期総括］若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 

総合評点 3.5 
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（ふくろいトピックス１・２・３） 

①未来の教室実証研究事業 

国では、世界各国で進む「創造性」「課題解決力」「科学技術」などを重視した教育改革や「ＥｄＴｅｃｈ

＝Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ（教育）✖Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（技術）」の実装を踏まえ、我が国の産業や地方創生の未

来を切り拓く人材（チェンジメイカー）育成を進めるため、「『未来の教室』とＥｄＴｅｃｈ研究会」を設置。 

 本市においても、経済産業省「未来の教室実証事業」を活用し、ＩＣＴ機器等の活用による新たな学習モ

デルの実証研究を行っている。 

 
 

 

 

 

 

 

［写真］ICT機器を活用した授業風景 

②エコパドリームプロジェクト（自動運転走行実証事業）      

ヒトと技術の出会いにより既存産業やまち（地域）のイノベーションの促進を図るため、小笠山総合運動

公園（エコパ）を中心とする愛野エリアを近未来技術の実証フィールドに位置づけ、ハンドルのない「特別

装置自動車」による自動運転走行の実証実験を行っている。 

本年度は、県内初となる公道走行を行い、一般車両との混合交通や横断歩道での一時停止などの正確性を

確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③企業連携の推進 

地方創生の実現に向け、固有のノウハウやネットワークを持つ企業と積極的に連携を図ることで、地域課

題の解決や市の施策効果の拡大などに加え、企業にとっても新たなビジネスチャンスの創出に繋がるような

win-winな関係づくりに取り組んでいる。                     

◆トッパン・フォームズ東海(株)の新工場「袋井工場」が令和元年 

10 月 31 日に操業を開始した。また、新工場の操業にあわせて、

10 月 24 日に本市と「災害応急対策に関する支援協定」及び「環

境保全協定」を締結した。 

 
［写真］トッパン・フォームズ東海(株)袋井工場 

［右］エコパでの公道走行の様子 ［左］３D 地図を用いた特別装置自動車 
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（ふくろいトピックス４） 

④ラグビーＷ杯2019開催（シティプロモーション＆まちの国際化） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ラグビーＷ杯2019の開催に向けた機運醸成とラグビー

の普及啓発のため、多くの市民の参画のもと各種イベント

を実施するとともに、市内外に広く本市の取組をＰＲし、

賑わいの創出や市の魅力発信につなげた。 

［写真］ラグビー”キック”チャレンジ 

ラグビー試合当日は、おもてなしエリアにて、本市の観

光資源等の浮世絵風イラストとシティプロモーション動

画のＱＲコードを載せたペットボトルホルダー等を配布

したほか、本市の特産品の販売促進や観光情報の発信等を

行い、国内外から訪れた方へＰＲを積極的に実施した。 

［写真］ラグビー”トライ”チャレンジ 

また、同大会が「エコパ」で開催されることは、市民

が世界に目を向け、他国への関心が高まる機会となる。

これを機に、異文化や外国語に触れ、親しむ機会を増や

すことで、「まちの国際化」を推進し、国際感覚や相互

理解力、チャレンジ精神などを持った「ひとづくり」と

「地域づくり」を同時に展開させる。 
［写真］イングリッシュ・デイキャンプ 

［写真］おもてなしエリアでＰＲ 
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挑戦２ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦 

    

市民の生活に潤いと安らぎを与える「袋井らしさ」を追求し、地域資源とＩＣＴの結合など

により、地域経済を支える産業の生産性の向上と活性化に挑む。 
 

取組１ 遠州三山「寺のある暮らし」推進プロジェクト 

本市を代表する観光拠点である遠州三山を中心に、情報発信を強化し、国内外からの観光交流客の誘客と

滞在時間を増やすプランの創造やおもてなし環境の整備を推進する。 
 

■新しい賑わいの場づくり 

「ここならでは」のお土産づくりやメニューの充実、統一感のある門前（雰囲気）づくりのほか、 

四季折々のイベントを開催するなど、年間を通じた賑わいの場づくりを推進する。 

 

 

 

 

  
 

                                                                       

 
 
■非日常的な体験や歴史に触れるプランの創生 

遠州の古刹めぐり「遠州三山自分巡礼の旅」を基に、歴史的 

建造物や仏像などを巡るプランのほか、修行体験や精進料理など、 

地域資源を活用した非日常的な体験や歴史に触れるプランの創造 

により誘客の促進を図る。 
 
 

■国内外に向けた情報発信の強化                                  

ＳＮＳの活用や首都圏・中京圏の旅行会社等 

の招聘など、本市を知り、実際に訪れてもらう 

までの戦略的なアプローチを視野に入れた情報 

発信を行う。 

 主要観光施設への Wi-Fi 環境の整備のほか、 

パンフレットや案内看板、ホームページ等の 

外国語対応を充実させ、インバウンド観光の 

受入体制の強化を図る。 

［中］街なかライトアップ ［左］遠州三山ライトアップ ［右］こどもたちの夜遊びプロジェクト 

［写真］遠州三山風鈴まつり 

［左］AI 総合案内サービス ［中・右］Wi-Fi アクセスポイント＆可搬型 Wi-Fi 
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取組２ 農業の未来を創るプロジェクト 

基盤整備や作業の効率化による生産性の向上のほか、「強み」のある産地形成に向けた作付け転換、異業

種連携や農業法人を含む担い手の育成など、新しい農業を拓く取組を推進する。 

■畑地管理の適正化と農地の有効利用 

茶畑の作業効率と生産性の向上に向けた基盤整備と集積を図るとともに、茶の転換作物などの研究を推進

し、「強み」のある産地形成を図り、農業者所得の向上と耕作放棄地の解消を目指す。 

■水田のフル活用と地域に親しまれる米づくり 

人・農地プランや農地中間管理機構を活用し、意欲のある担い手への農地集積と水田の高機能化により、

生産性の向上と高度利用を図る。また、「（仮称）水田市民農園」を開設し、市民生活に潤いとやすらぎを与

えるとともに、米の地産地消の推進を図る。 

■クラウンメロンの更なる飛躍 

熟練生産者の生産技術を検証し、ＩＣＴ等を活用した業務の標準化（マニュアル化）をすることで、技術

の継承と新規就農を促すとともに、安定した高品質メロンの生産と出荷増を図る。 
 

取組３ 世界で戦える農産物とビジネスモデルの確立 

トレーサビリティをはじめとした安全、安心な体制の確立と産地表示などと併せた知名度の向上などの 

取組により、国内外のさらなる販路拡大を図る。積極的な販売促進活動を通じた消費者ニーズの獲得に 

より、クラウンメロン等のブランド力のさらなる強化を図る。 

■農産物の外的評価の推進 

品質や安全性などの農産物の付加価値を高めるため、産地表示、 

機能性表示、ＧＡＰ認証などの外的評価制度を活用し、消費者や 

取扱業者から選ばれる商品づくりを推進する。                    

■農産物の海外輸出の拡大                                

東南アジアや中東など、新たな市場の開拓に向けた販売促進活動 

を展開するほか、ＥＵ諸国や米国等への輸出を含め、競争力のある 

商品づくりと確かな商流の確保に努める。 

■クラウンメロンのブランド力の強化 

消費者ニーズの更なる獲得に向け、加工品の開発やターゲットを 

絞った販促活動を実施し、ブランド力の強化と魅力ある商品づくり 

を促進する。 

また、静岡県温室農業協同組合クラウンメロン支所と浜松支所と 

の合併により、生産地としての基盤強化と供給量の確保を図る。 
                                                               ［写真］クラウンメロンを活用した新商品 

 

［写真］（英国）天皇誕生日祝賀レセプション 
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挑戦２ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦  

 

１ 現状と課題 

 
（１）「遠州三山『寺のある暮らし』推進プロジェクト」については、新しい賑わいの場づくりとして、

滞在時間を延ばし観光消費の拡大を目的とした夜の賑わい創出事業（遠州三山と袋井駅周辺のライ

トアップイベント、夜宵ディスコナイト等）や観光交流客数が減少する夏場の誘客を目的とした「夏

のふくろい遠州三山風鈴まつり」を実施した。また、これらの取組と連動して、市内の魅力ある個

店を発見してもらい、個店の活性化を図るため、店主等が講師となって、専門店ならではの知識や

コツを教えてくれる個店セミナー（まちゼミ）や市内の個店をめぐってスタンプを集めるスタンプ

ラリーを企画し実施するなど、個店ならではの魅力を情報発信する個店魅力アップ事業を行った。 

今後の課題は、地域内での消費拡大に向け、誘客や滞在時間の増加に繋げることであり、引き続

き、多様な主体との連携を強化し、積極的かつ魅力的な事業展開を図っていく。 

 

（２）国内外に向けた情報発信の強化については、外国語での情報発信の充実として、日本の各種制度

やルールの要点をまとめた「オリエンテーション動画」を外国人向けに５か国語で作成し本市

YouTubeチャンネル等で公開した。また、情報発信ツールの充実として、市民等の問い合わせにＡ

Ｉがチャット（対話）形式で回答する「ＡＩ総合案内サービス」の導入やＪＲ愛野駅に設置した「デ

ジタルサイネージ（電子看板）」を活用した情報発信を行った。このほか、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備

として、ラグビーＷ杯2019での観光客等へのサービス向上を目的に、ＪＲ袋井駅及び愛野駅にＷｉ

－Ｆｉアクセスポイントを常設し、大会期間中も可搬型のＷｉ－Ｆｉを活用したサービスを提供し

た。今後も市民の利便性の向上や効果的・効率的な情報発信に取り組んでいく。 

 

（３）「農業の未来を創るプロジェクト」については、農業の担い手を育成するため農産物の加工や販

売、国内外の販路拡大、労務管理、経理などの知識や技術を習得する「ふくろい農業未来塾」を開

催し、経営能力の向上を図った。また、新たなビジネスの創出を目的として「ふくろい農商工交流

会」を開催した。 

   このほか、学校給食から出る野菜余りを堆肥化し、その堆肥を活用して栽培した農産物を学校給

食に納入するという「循環型社会」に市内の事業所と連携して取り組んだ。 

   今後の課題は、経営力を有する自立した農業者の育成や新規就農者の確保であり、引き続き、経

営能力の向上に資する講座の開催等に取り組んでいく。 

 

（４）「世界で戦える農産物とビジネスモデルの確立」については、ラグビーＷ杯2019のおもてなしエ

リアに農産物販売ブースを設け、国内外からの観戦者に対し本市農産物を販売した。 

   クラウンメロンのブランド力の強化としては、ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）のドバイで開催され

た中東最大級の食品見本市へのブースを出展したほか、ＵＡＥや英国の在外公館が主催する天皇誕

生日祝賀レセプションでクラウンメロンをＰＲし、現地企業と商談を実施した。 

また、大手食品メーカー等と連携した商品開発やクラウンメロンのラッピングタクシーを増車し、

ブランド認知度の向上を図った。今後の課題は、安定した販路と供給量の確保であり、生産地とし

ての基盤強化に向け、引き続き、ブランド力の強化と競争力のある商品づくりを促進していく。 

 
（５）国内での売り上げが低迷する茶については、ラグビーＷ杯2019における訪日外国人客等をターゲ

ットに開発したふくろい産茶葉100％使用のティーバッグ方式によるお土産品「東海道どまん中袋

井茶」を中心に販路拡大と消費促進に努めた。また、市内茶業者の支援を目的に「ふくろい茶応援

フェア」を開催しふくろい茶をＰＲした。今後の課題は、生産性の向上であり、消費者ニーズの獲

得に向けた販促活動のほか、生産コストの削減に向けた支援を行っていく。 

 

 

 

 



 

- 17 - 

 

 

２ 主な取組の進捗状況 

☆…地方創生交付金活用事業 

取組名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 
未着手 着手 順調 難航 達成 

２－１ 

遠州三山「寺のある暮らし」 

推進プロジェクト 

 

   
 

〇夜の賑わい創出事業☆ 

 ・遠州三山ライトアップ（11/15～12/8） 

 ・街なか（袋井駅周辺）ライトアップ 

（11/15～2/16） 

 ・夜宵ディスコナイト（2/10、2/11） 

〇ふくろい観光ルネッサンス事業☆ 

 ・遠州三山風鈴まつりの開催（5/18～8/31） 

 ・まちじゅうひなまつりプロジェクト 

（1/1～3/3） 

〇静岡ＤＣ☆ 

 ・キャラバンｉｎ上野駅（4/11） 

 ・キャラバンｉｎ浜松駅（5/1） 

 ・キャラバンｉｎ東京駅（6/5） 

〇個店魅力アップ事業☆ 

 ・個店セミナー 

（7/22～9/2、33講座、285人、 

１/27～2/28、22講座、166人） 

 ・個店めぐりスタンプラリー 

（8/1～10/31、97店舗） 

〇キャッシュレス環境整備促進事業☆ 

 ・クレジット決済導入説明会 

〇国内外に向けた情報発信☆ 

・ＡＩ総合案内サービス 

・ＪＲ愛野駅デジタルサイネージ活用 

〇JR袋井駅、愛野駅Wi-Fiｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ常設☆ 

産業政策課 

国際課 

ICT政策課 

２－２ 

農業の未来を創る 

プロジェクト 

 

   
 

〇ふくろい農業未来塾（延べ75人） 

〇給食野菜余り堆肥化プロジェクト☆ 

袋井給食センターから出る野菜余りをあきは 

寮にて堆肥化し、できた堆肥で栽培した野菜 

を学校給食に納入 

〇ふくろい農商工交流会（12/13）☆ 

第１部 農業振興研修会「今、取り組むべき 

デジタルシフト、SNS活用」（64人） 

第２部 異業種交流会（67人） 

農政課 

環境政策課 

２－３ 

世界で戦える農産物と 

ビジネスモデルの確立 

 

 

 

 

 

 

   

 

〇農産物販路拡大事業 

・ラグビーW杯2019おもてなしエリアで農産物 

販売促進（袋井産の一番茶茶葉を100%使用 

したリーフ茶等） 
 

〇クラウンメロンブランド力強化 

・中東最大級の食品見本市でPR＠UAE 

・大手菓子メーカーと連携し商品開発 

・ラッピングタクシー増車 

〇ふくろい茶応援フェア（7/16～7/20） 

農政課 
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３ 評価指標の達成度         [評価基準:                     ] 

※括弧内矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します 
 

2-1 遠州三山「寺のある暮らし」推進プロジェクト 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

観光交流客数 

［↑］【出典：第２次総合計画 
／観光基本計画（後期計画）】 

万人 
    423 

（Ｈ26） 
    466     464    495 475 

   478 

  （新505） 

  （旧468） 

 

主要観光拠点のＷｉ-Ｆｉ設置数 

［↑］【出典：観光基本計画】 
件 

      ２ 

（H26） 
      ３       ４      ４       ５ 

５

（10）
 

 

2-2 農業の未来を創るプロジェクト 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

耕作放棄地解消面積 

［↑］【出典：農業振興ビジョン】 
㌶ 

   10.7 

（Ｈ26） 
    5.6    18.1    30.8    11.3 

   3.5

（11.0）

 

農業法人数 

［↑］【出典：第２次総合計画／農業振興ビジョン】 
社 

     34 

（H26） 
     34      35      38      37 

  37

（39）
 

利用権設定面積 

［↑］【出典：第２次総合計画／農業振興ビジョン】 
㌶ 

    960 

（H26） 
  961.8   966.9   977.0   978.3 

  1,014

（1,075）
 

 

2-3 世界で戦える農産物とビジネスモデルの確立 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

お茶の海外輸出量 

［↑］【出典：農政課】 
㌧ 

     10 

（Ｈ26） 
     10       ７      10      ６ 

19

（15）

 

メロン加工品取扱企業の数 

［↑］【出典：農政課】 
社 

     31 

（H26） 
     24      28      46      53 

60

（35）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 創生会議等における主な意見（■…首都圏部会、●…ふくろい部会） 

●地域内の消費喚起は一層強化が必要である。観光も「多核連携型」の展開を目指すべきである。 

●観光や飲食施設などのオープンエア化など、３密対策を実施した空間の創造が必要である。 

■しっかり稼ぐ取組みを推進するには、消費者の購買行動や嗜好性の把握、データに基づいた体験価値の提供に向

けた基盤・しくみづくり（ＤＸ化）は避けては通れない。また、交流人口や関係人口を増やすことの意義や目的に
ついて、市民や関係者らとの相互理解を深めることが良好な関係づくりに重要。 

 

総合評点 4.1 

総合評価 ［第 1 期総括］ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦 
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（ふくろいトピックス5・6） 

⑤ふくろい夜宵プロジェクト 

 夜間の観光消費の拡大に着目し、遠州三山と街なか（ＪＲ袋井駅周辺）との連動による夜の賑わいづくり

を実施した。具体的には、遠州三山や街なかのライトアップ、祭典の弓張提灯による壁面イルミネーション、

夜宵ディスコナイト、こどもたちの夜遊びプロジェクトを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
⑥クラウンメロンのブランド力強化 

ＵＡＥ（アラブ首⾧国連邦）のドバイで開催された中東最大級の食品見本市へのブースの出展やＵＡＥと

英国での天皇誕生日祝賀レセプションでクラウンメロンをＰＲしたほか、現地企業３社と商談を行い取引の

成約に至った。また、大手食品メーカー等と連携した商品開発やクラウンメロンのラッピングタクシーを増

車し、ブランド認知度の向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［右］クラウンメロンを活用した新商品 ［左］中東最大級の食品見本市へブースを出展＠UAE 
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挑戦３ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 

    

いつまでも光り輝き社会を支える人（アクティブ・シニア）づくりと将来にわたって、 

持続可能な地域医療・介護提供体制の構築とあわせ、医療費の適正化に挑む。 
 

取組１ プラチナ社会の実現への取組 

労働力人口の減少、高齢者人口の増大などへの対応と地域課題への解決に資する新たな働き方 

（生きがい就労）を創出し、市民がいきいきと活躍し、健康⾧寿で暮らしを楽しむまちの実現を目指す。 

■3Days Worker's Office構想の推進 

 高齢者をはじめ、フルタイムでの就労が困難な方などを対象に、「生きがい就労」という新しい働き方を

創出し、需要供給の総合調整のほか、ジョブトレーニング等を支援する仕組みを構築する。 
［注］3Days Worker's Office構想とは … 「暮らしの安心」と「生きがい」を感じながら、生涯現役で活躍ができる仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              ［写真上］厚生労働省 

「生涯現役促進地域連携事業」採択 

［写真左］生涯現役活躍できるまち 

（３Days Ｗorker’s Office構想）の全体イメージ 

■小さな拠点づくり推進事業 

誰もがアクセスしやすい場所に医療施設や金融機関、公共サービス施設を集約させることで、車に頼らず、

“年をとっても暮らしやすいまち”の創出を目指す。 
 

取組２ セルフメディケーションの推進              

「2025年問題」への対応と医療費の抑制に向け、病院や診療所など、限りある地域の医療資源を持続的

かつ効果的に利用するために、診療情報の共有化と自己の健康状態を常に把握できる社会基盤を整備する。  
［注］セルフメディケーションとは… 自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること 

■「地域共通診察券」の導入プロジェクト 

「地域共通診察券」の導入により、診療情報の集約と各医療機関の共有化、保健・予防事業との連動を促

進することで、セルフメディケーションの推進や健康寿命の延伸へのつながりが期待される。 
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取組３ 歩いて楽しいまちづくり 

市の中心核であるＪＲ袋井駅周辺区域と約２．５ｋｍ北に位置する健康・福祉・スポーツ機能集積エリア

までの区域内を“歩いて楽しい”健康的なまちづくりの先導区域として空間整備する。 

■歩いてみたくなる空間の整備 

高齢化の進行に伴う医療費等への財政負担を軽減するため、従来から本市で取り組んでいる“歩く”の視点

に立って、歩行者主役の心地よい空間を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

［写真左］東海道五十三次どまん中ふくろいウオーク           ［写真右］ミズベリング・プロジェクト 

                         

■ウオーキングや健康増進のための活動拠点の整備 

ウオーキングや健康増進などに取り組む人達が、集い、交流することができる空間を整備する。 

 

取組４ 自転車を活かしたまちづくり 

平坦地が多いことや温暖な気候など、自転車利用に適した環境を活かし、自転車利用の推進によって、市

民の健康を維持・増進するとともに、医療・介護費等の削減につなげ、「日本一健康文化都市」の実現を目

指す。 

■自転車を活用した新しいライフスタイルの提案 

市民の身近な移動手段である「自転車」を日常 

生活に取り入れ、新たなライフスタイルの実現に 

向けて「自転車」の持つメリットである「健康」、 

「経済」、「環境」、「時間」の４つの分野に分け、 

各種事業を実施していく。 

 
       ［写真］エコパで開催された日本学生自転車競技連盟主催の全国大会 
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挑戦３ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 

 

１ 現状と課題 

 
（１）「プラチナ社会の実現への取組」については、生涯現役で活躍できるまち（３Days Worker's Office

構想）の実現に向け、平成29年から市内の関係13団体で設立した「ふくろい生涯現役促進地域連携

協議会」において、国の生涯現役促進地域連携事業の採択を受け、「大人の社会科見学」や「しご

と体験」、「座談会」を開催する等、高齢者就労の促進に資する仕組みづくりを行った。令和元年度

で厚生労働省の委託事業期間が満了するため、令和２年度以降はシルバー人材センターと機能を統

合し事業を実施していく。今後の課題は、新たな機能を含むシルバー人材センター事業の活発化で

あり、これまで培ってきたノウハウの共有など組織力強化を促進していく。 

 

（２）小さな拠点づくりの推進として、地域づくりやコミュニティ活動の拠点であるコミュニティセン

ターから地域づくりに関する住民への情報発信を強化するため、市コミュニティセンターのＬＩＮ

Ｅ公式アカウントとコミュニティセンターに特化した地域版ホームページからの情報発信の有効

性について検証した。今後の課題は、登録者を増やし、より多くの方に活用していただくことであ

り、イベント等の開催告知の際に、知人や友人らに紹介していただく取組等を実施していく。 

 

（３）「セルフメディケーションの推進」については、地域の健康に対する意識や知識を高めるため、

保健師・栄養士が地域へ出向いて健康相談を行う「出張保健センター」や、地域の公会堂や市内企

業・事業所等を会場に健康運動や健康講話を行う「出前健康教室」を実施した。また、働く世代へ

の健康づくりの取組として、「健康経営推進セミナー」の開催や、市内企業・事業所を訪問し「袋

井市健康経営チャレンジ事業所」への登録を推進するとともに、健康管理システム「＃２９６１（ふ

くろい）ウオーク」の普及を図った。なお、本年度は学校給食における地産地消率の向上や食育推

進が評価され文部科学省の「学校給食表彰」を受賞した。健康づくりの取組は進んでいる一方、地

域共通診察券の導入など、医療と健康との連携にまで至らなかった。今後は、ウェアラブル（衣類

等を身に付けたまま使える）端末を活用した健康管理の促進やマイナンバーカードの保険証化など、

新しい技術やサービスを市民が上手に暮らしに組み入れるとともに、各市民の健康管理を個人デー

タの活用と医療との連携を含む総合的な観点から支援する取組を目指していく。 

 

（４）「歩いて楽しいまちづくり」については、歩いてみたくなる空間やコンテンツを創造していくた

め、６月に「ふくろい宿de花マルシェ（寄せ植え講座等）」、10月に「東海道五十三次どまん中ふく

ろいウオーク」、10～３月にミズベリングふくろい（原野谷川にぎわい創出事業）等のイベントを

開催した。また、ラグビーＷ杯2019に向けて、ＪＲ愛野駅メモリアルロードの花の植え替えやモニ

ュメントの補修を実施した。今後の課題は、主体的に様々な取組を実施しようとする担い手・団体

との連携であり、快適な歩行空間の整備や「ミズベリング」（原野谷川の水辺空間を活用したプロ

ジェクト）の推進や実証事業の実施（規制緩和）など、公園や道路、河川をはじめとする公共空間

の創造的な利用を促進していく。 

 

（５）「自転車を活かしたまちづくり」については、自転車を活用した新しいライフスタイルの提案を

行うため、電動アシスト付き自転車補助金の交付や電動アシスト付き自転車貸出を実施した。 

また、日本学生自転車競技連盟主催のサイクルロードレースの全国大会を11月に小笠山総合運動

公園（エコパ）で開催し、おもしろ自転車体験コーナーや東京2020オリンピック・パラリンピック

自転車競技ＰＲコーナーを設置し、自転車競技への理解が深まる取組を推進した。全国規模の貴重

なイベントの場であるため、今後もサイクルスポーツとしての自転車の推進を図っていく。 

今後の課題は、自転車を活用した生活をいかに定着させるかであり、引き続き、イベント等を通

じてサイクリングや自転車の魅力を伝えるとともに、安全で快適に走ることができる環境づくりに

も取り組んでいく。 
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２ 主な取組の進捗状況 

☆…地方創生交付金活用事業 

取組名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 
未着手 着手 順調 難航 達成 

３－１ 

プラチナ社会の実現への 

取組 

 

   
 

〇「３Ｄａｙｓ Ｗoｒｋｅｒ’ｓ Ｏｆｆｉｃｅ構想」の実現に

向けた取組を推進 

・ふくろいＴａｓｋＡｒｕネットワーク事務局による 

事業推進 相談等を実施 

（R1相談件数：高齢者111件、事業所28件） 

・大人の社会科見学 

（38回、28事業所、103人） 

・しごと体験（29回、22事業所、89人） 

⇒うち34人が就労 

・大人の社会科見学等験参加高齢者及び参 

加企業との座談会（34回 開催） 

〇ICTコミュニティ情報発信事業☆ 

・LINE公式アカウント 

LINEを活用してコミュニティセンターから地域 

行事や社会教育学級・講座等の情報配信の 

検証事業を実施 （袋井東、袋井西、袋井北、 

今井、三川、笠原、山名、浅羽東、浅羽北） 

・地域版ホームページ 

市のホームページと分け、コミュニティセンタ 

ーに特化したホームページを一本化し、コミュ 

ニティセンター等の活用に役立つ情報を配信 

産業政策課 

市長公室 

協働まちづくり課 

ＩＣＴ政策課 

３－２ 

セルフメディケーションの 

推進 

 

   
 

〇健康管理システム（アプリ）「＃２９６１ウオー

ク」本格稼働☆ （Ｒ１年度末現在：3,865人登録

（システム：3,782人、チャレンジカード：83人）） 

〇健康経営の推進 

・企業等訪問数 91事業所(累計185事業所） 

・袋井市健康経営チャレンジ事業所 

登録61件（累計131事業所） 

〇地域健康意識向上事業 

・出張保健センター 全10回  

全コミュニティセンターで開催 

（128回 延べ3,372人） 

〇食育推進事業（保育所、幼稚園、小学校） 

 ・食育講座（25回、延べ919人） 

 ・作法講座（27回、延べ1,070人） 

 ・栄養講座（18回、499人） 

健康づくり課 

地域包括ケア推進課 

３－３ 

歩いて楽しいまちづくり 

 

   
 

 

〇東海道五十三次どまん中ふくろいウオーク 

（10/19）☆ 

〇ふくろい宿de花マルシェ（6/8、袋井宿場公園・

メモリアル広場）☆ 

〇原野谷川にぎわい創出事業（ミズベリング）☆ 

⇒市内外から歩くためにきてもらえる水辺空間 

を創出 （10/27、11/17、2/15、3/7） 

〇愛野駅メモリアルロード整備☆ 

（モニュメント補修・花壇） 

〇ＪＲ袋井駅南北連絡線乗降客（Ｒ2.3.31現在

10,650人/日） 

ｽﾎﾟｰﾂ政策課 

都市整備課 

３－４ 

自転車を活かしたまちづくり 

 

   
 

〇電動アシスト付き自転車購入費補助事業 

（市内在住60歳以上に１万円／人を補助） 

⇒60件延べ60万円補助 
 

〇電動アシスト付き自転車貸出事業 

（市内在住60歳以上に最長３ヶ月間） 

⇒延べ31人に貸出 
 

〇サイクルロードレース開催事業 

日本学生自転車競技連盟主催の全国大会を開

催（11/4＠エコパ 139人） 

協働まちづくり課 

スポーツ政策課 
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３ 評価指標の達成度        [評価基準:                     ] 

※括弧内矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します 
 

3-1 プラチナ社会の実現への取組 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

健康寿命の延伸（お達者度） 

［↑］【出典：第２次総合計画／健康づくり計画】 
年 

男17.51 
（県内15位） 

女20.87 
（県内20位） 
（Ｈ24） 

男17.44 
（県内19位） 

女20.86 
（県内21位） 
（Ｈ25） 

男17.46
（県内24位） 

女20.77 
（県内21位） 
（Ｈ26） 

男17.66
（県内24位） 

女21.02 
（県内21位） 
（Ｈ27） 

男17.78 
（県内23位） 

女21.18 
（県内21位） 

（Ｈ2８） 

男18.37 
（県内14位） 

（10位以内） 

女21.44 
（県内16位） 

（10位以内） 

（Ｈ29） 

 

子育て世代の社会移動 

［↓］【出典：市長公室】 
世帯 

△60 

（H26） 
   △60    △80    △80    △60 

△50 

（±０） 

 

 

3-2 セルフメディケーションの推進 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

「地域共通診察券」参加医療機関数 

［↑］【出典：地域包括ケア推進課】 
機関 

     － 

（Ｈ26） 
未実施 未実施 未実施 未実施 

 未実施 

    （39）  

 

3-3 歩いて楽しいまちづくり 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

ＪＲ袋井駅南北自由通路利用者数 

［↑］【出典：企画政策課】 
人／日 

   8,098 

（Ｈ26） 
   8,134 未実施 未実施 未実施 

(R2実施予定) 
未実施 

（10,000） 
 

 

3-4 自転車を活かしたまちづくり 

指標名 単位 
基準値 
(基準年) 

H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

１週間に１回以上自転車を利用する 

人の割合 

［↑］【出典：自転車を活かしたまちづくり指針】 

％ 

    20.3 

（Ｈ26） 
- 16.6     14.7     - 

－

（25.0）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 創生会議等における主な意見（■…首都圏部会、●…ふくろい部会） 

■コロナ禍によって近隣・近所、自治体との共同体意識が高まったことが、これからの公助が縮小せざるを得ない状況

下において求められる（未来を共創する）「共助」の手掛かりとなり。今後は、その安心・信頼の度合いによって、自治

体やコミュニティは選別されていく。他方、市民や事業者の自主性が芽生えるような働きかけも必要である。 

 

総合評価（暫定） 

総合評点 2.0 

［第 1 期総括］健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 
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（ふくろいトピックス７・８） 

⑦文部科学省「学校給食表彰」受賞 

学校給食における市内産野菜を積極的に活用した地産地消率の向上や児童の食育の推進を図るための収穫

体験等の取り組み、また、学校給食における食物アレルギー対応等が高く評価され、中部学校給食センター

が文部科学大臣表彰を受けた。 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
⑧ふくぶっくつうちょう＆ほんナビきっず 

 市内で児童書の貸出総数が減少傾向にある中、本を読む子どもを増やすため、本を借りた日や書名、著者

名、本の金額を館内の機械で印字できる「ふくぶっくつうちょう」とインターネット上で様々なキーワード

やジャンルを選びながら本を検索できる「ほんナビきっず」のサービスを袋井図書館、浅羽図書館、月見の

里学遊館図書館分室で開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

［右］「ほんナビきっず」 ［左］「ふくぶっくつうちょう」 

［中］食育講話 ［左］収穫体験 ［右］「学校給食表彰」受賞 
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第１期総合戦略の総括 

 
 

  
■挑戦１ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 総合評価 

 

総合評価（暫定） 

総合評点 2.0 

●「3 Days Worker's Office 構想」を掲げ、人生 100 年時代を見据えた新たな
社会や地域の在り方を模索。厚労省モデル事業を活用し、健康⾧寿で暮らしを
楽しむ地域づくりの礎を築いた。 
●コミュニティセンターの活動基盤の強化を目的に、ICT を活用したコミュニ
ケーションツールの実証事業などを実施した。 
●健康づくりの取組は着実に進んでいる一方、地域共通診察券の導入など医療
と健康との連携の進化までは至らなかった。 

第１期総合戦略の総括については、人口面（ひと）
は、88,316 人（R2.4.1 現在）と人口ビジョンで定め
た人口を約 1,300 人上回り、高齢化率の低さも県内
23 市でトップを維持。産業面（しごと）は、観光交
流客数が 500 万人に迫る勢いで過去最高を達成した
ほか、製造品出荷額も 5,800 億円強とリーマンショ
ック前を上回る水準まで回復。生活面（まち）では、
国に先駆け人生 100 年時代を見据えた「3 Days 
Worker's Office 構想」の仕組みづくりに着手したほ
か、幼少中一貫教育の推進やコミュニティセンター
の設置・強化など、将来にわたり変化し続ける社会
への対応に向けた基盤の構築ができたことに加え、
３つの挑戦における各指標を踏まえ、第１期総合戦
略の取組は「概ね順調」と評価した。 

予算総額 9.89 億円（うち国補 6.33 億円） 地方創生事業関連予算 
（H27～R2） 

●ICT 教育環境の充実をはじめ、プログラミングや英語教育、幼少中一貫教育
や Edtech など時代を先取る取組を推進した。 
●防潮堤整備と一体となった工業用地の確保、企業誘致の成功により防災・減
災対策の充実と地域内に新たな産業を創出した。 
●エコパドリームプロジェクトなど近未来技術を身近に触れ、感じることがで
きる実証事業を通じた実践的な産学官連携を推進した。 

●風鈴まつりやライトアップ事業など、既存の観光資源を活かした新たな事業
の創出により観光交流客数は軒並み基準値を上回り、平成 29 年度には過去最
高を達成。 
●クラウンメロンの海外輸出のほか、国内大手メーカーらと新たな商品開発を
同時に展開。国内外の需要喚起により、産業及びブランドの認知度と収益性の
向上に繋げた。 
●水田管理センサーなど、スマート農業に向けた実証事業を展開した。 

（注）この評価は、現時点で公表されていない指標が一部あるため暫定評価となっております。 

第１期総括（暫定） 

■挑戦２ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦 

3.2 

■挑戦３ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 

 

総合評価 

総合評点 4.1 

総合評点 3.5 
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第４章 戦略を支える取組［第２次総合計画］ 

 

評価指標の達成度         [評価基準:達成   順調   概ね順調   低調   ]         
※括弧内矢印は指標を「上げる」「下げる」を示します 

 

4-1 活力みなぎる産業のあるまちづくり  

（参考：国の政策分野１）地方における安定した雇用を創出する 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

満足のいく雇用機会に恵まれていると 

思う人の割合［↑］【出典：市民意識調査】 
％ 

     － 

（Ｈ26） 
21.4 25.8     35.3 26.8 

35.9

（50.0）

 

製造品出荷額等（従業員４人以上） 

［↑］【出典：第２次総合計画／工業振興計画】 
億円 

  4,957 

（H25） 

5,175

（H26） 

  5,370 

（H27） 

  5,768

（H28） 

  5,880 

（H29） 

6,437  

（5,340） 

 

観光交流客数 ※再掲 

［↑］【出典：第２次総合計画 
／観光基本計画（後期計画）】 

万人 
   423 

（H26） 
    466    464 495 475 

   478 

  （新505） 

  （旧468） 

 

主要農産物産出額 

［↑］【出典：第２次総合計画／農業振興ビジョン】 
億円 

   77.6 

（H26） 
73.3   70.6    69.8    72.8 

 67.5

（75.7）
 

 
4-2 快適で魅力にあふれ安全・安心に暮らせるまちづくり  

（参考：国の政策分野２）地方に新たな人の流れをつくる 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

袋井市が住みよいところと思っている 

人の割合［↑］【出典：市民意識調査】 
％ 

   73.3 

（Ｈ26） 
    66.4 67.3    65.9 71.9 

71.3

 （80.0）

 

地区計画などの実施面積 

［↑］【出典：第２次総合計画】 
㌶ 

   299 

（H26） 

   299 
３箇所で 

協議中 

   299 
３箇所で 

協議中 

   308 
２箇所で 

協議中 

   308 
２箇所で 

協議中 

355

（360）

 

一人１日あたりの可燃ごみの排出量 

［↓］【出典：第二次総合計画／参考：環境基本計画】 
㌘ 

   518 

（H26） 
529     529     529     543 

544

（512）

 

公共施設のＷｉ-Ｆｉスポット設置割合 

［↑］【出典：第２次総合計画／参考：ＩＣＴ推進計画】 
％ 

   42.5 

（H26） 
   45.0    57.5    62.5    75.0 

77.5

（87.5）
 

住宅の耐震化率 

［↑］【出典：第２次総合計画 

／参考：耐震改修促進計画】 

％ 

   91.3 

（Ｈ26） 
   92.0    92.6    93.3    93.9 

  94.4

（94.4）

 

浸水被害想定家屋数 

［↓］【出典：第２次総合計画 
／参考：中部豪雨災害対策アクションプラン】 

戸 

   295 

（H26） 

    295 
高尾放水路

整備中 

   295 
高尾放水路

整備中 
    261     261 

  261

（261）

 

人身事故件数 

［↓］【出典：第２次総合計画 
／参考：第９次交通安全計画】 

件 
   775 

（H26） 
    758    720     749     649 

  559

（740）
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4-3 こどもがすこやかに育つまちづくり  

（参考：国の政策分野３）若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

「自分が住んでいるまちが子どもを産み、 

育てやすいところ」と感じている人の割合 

［↑］【出典：市民意識調査】 

％ 

     － 

（Ｈ26） 
   49.3 38.9    45.1 45.8 

49.4

（80.0）

 

合計特殊出生率 

［↑］【出典：第２次総合計画】 
％ 

   1.71 

（H25） 

   1.73 

（H26） 

   1.69 

（H27） 

    1.64 

（H28） 

  1.79 

（H29） 

1.67

（1.81）
 

保育所待機児童数 

［↓］【出典：第２次総合計画 
／参考：子ども・子育て支援事業計画】 

人 

     30 

（H27） 

     25 

（H28） 

     27 

（H29） 

     28 

（H30） 

    58 

（H31） 

  33

（0）
 

全国規模の学力調査で全国平均を上回る

科目の割合（小６・中３） 

［↑］【出典：第２次総合計画】 

％ 

   50.0 

（H26） 
   10.0   100.0     12.5         0 

   50.0

（87.5）
 

 
4-4 市民がいきいきと活躍し、健康長寿で暮らしを楽しむまちづくり 

（参考：国の政策分野４）時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する  

指標名 単位 
基準値 

(基準年) 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

（目標値） 
評価 

「地域の絆や支え合いの仕組みが 

形成されている」と感じている人の割合 

［↑］【出典：市民意識調査】 

％ 

     － 

（Ｈ26） 
   43.3 37.0    41.9 50.6 

45.1

（80.0）

 

お達者度（男性／女性） ※再掲 

［↑］【出典：第２次総合計画／健康づくり計画】 
年 

男17.51 
（県内15位） 
女20.87 
（県内20位） 
（Ｈ24） 

男17.44 
（県内19位） 
女20.86 
（県内21位） 
（Ｈ25） 

男17.46
（県内24位） 
女20.77 
（県内21位） 
（Ｈ26） 

男17.66
（県内24位） 
女21.02 
（県内21位） 
（Ｈ27） 

男17.78 
（県内23位） 

女21.18 
（県内21位） 

（Ｈ2８） 

男18.37 
（県内14位） 

（10位以内） 

女21.44 
（県内16位） 

（10位以内） 

（Ｈ29） 

 

市国保特定健診で糖尿病が強く疑われる人

の割合 

［↓］【出典：第２次総合計画／健康づくり計画】 

％ 

    9.2 

（H25） 

    9.7 

（H26） 

   10.3 

（H27） 

   10.6 

（H28） 

  10.4 

（H29） 

   10.5

（7.8）
 

総合健康センターでの総合相談件数 

［↑］【出典：第２次総合計画】 
件 

  2,500 
（H26想定値） 

  2,080   2,495   2,828   3,423 
4,930

（2,900）

 

自治会加入率 

［↑］【出典：第２次総合計画】 
％ 

   87.5 

（Ｈ27） 

   87.2 

（H28） 

   86.4 

（H29） 

   85.9 

（H30） 

   85.3 

（H31） 

85.3

（89.5）

 

協働まちづくりセンター登録団体数 

［↑］【出典：第２次総合計画】 
団体 

     46 

（H26） 
     52      58      54      53 

  51

（66）

 

「男女共同参画社会づくり宣言」 

宣言事業所の数 

［↑］【出典：第２次総合計画 
／第３次男女共同参画推進プラン】 

事業所 
     30 

（H26） 
     39      49      49      50 

  51

（65）
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第５章 地方創生交付金等の活用状況 
 

○平成27年度 「地方版総合戦略の策定＆先行的な取組」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／上乗せ交付（タイプⅠ）］ 

○事 業 費 １０,０００千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 ・「３Days Worker’s Office 構想」策定事業 

  「週３日程度の就労」と「一定程度の所得」を得ることができる仕組みづくり 

第２弾  ㉗11月補正                         総額:20,000千円  

 
○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［消費喚起・生活支援型］ 

○事 業 費 ７２,６５３千円（国費１０／１０） 

○交付要件 自治体の財政力指数や人口等に基づいた算定・配分 

○施策の概要 

 地域における消費喚起策「元気はつらつクーポン券」（プレミアム付き地域商品券）の発行 

 発行冊数:33,000 冊、発行総額:396,000 千円（プレミアム率 20％／66,000 千円） 

第１弾  ㉖2 月補正⇒㉗全額繰越                 総額:116,161 千円  

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／上乗せ交付（タイプⅡ）］ 

○事 業 費 １０,０００千円（国費１０／１０） 

○交付要件 地方版「総合戦略」を 10 月末までに策定した自治体に交付（施策の推進費） 

○施策の概要 

 ・まち・ひと・しごと創生に資する先行的な事業 

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、タブレットを活用した学習支援の社会実験 

  袋井商業高等学校の５年制化の推進、アクティブ育児応援プログラム 

○交付金名 地域住民生活等緊急支援のための交付金［地方創生先行型／基礎分］ 

○事 業 費 ４３,５０８千円（国費１０／１０） 

○交付要件 自治体の財政力指数や人口等に基づいた算定・配分 

○施策の概要 

 ・「地方版総合戦略」の策定のほか、まち・ひと・しごと創生に資する先行的な事業 

  ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板の導入）、子育て応援アプリの開発、観光情報の多言語化、 

  全国メロンサミットの開催、クラウンメロンの海外輸出支援、シティプロモーションほか 
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○平成2８年度 「本格的な地方創生事業の推進」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○交付金名 地方創生加速化交付金 

○事 業 費 ４０,０００千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「３Days Worker’s Office 構想」実装化事業 

  ・基礎調査（㉗実施）により抽出された課題整理と制度の詳細設計、推進協議会の開催 

  ・「仕事の切り出し」や「シフトの組み方」など好事例の実践 

第３弾  ㉗２月補正⇒㉘全額繰越                  総額:80,000千円  

○交付金名 地方創生加速化交付金 

○事 業 費 ４０,０００千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先駆的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「グローバル戦略」加速化事業 

  ・ＴＰＰを見据えたクラウンメロンの輸出促進 

   新興国市場での需要喚起と販路拡大（トップセールス、海外バイヤー招聘ほか） 

  ・ラグビーＷ杯を見据えた訪日外国人観光客のおもてなし環境整備 

   市民の英語力向上（英検受験助成ほか）、ふくろい版ホームステイ、シティプロモーション 

 
○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／Ｈ28－30）＜第 39 回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 グローカルイノベーション戦略 

  ・交流人口増加に向けた新成⾧分野の強化 

市ＰＲ動画作成・首都圏プロモーション、サテライトオフィスの実証実験 など 

  ・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出 

 オープンデータ活用推進、クラウドファンディング推進 など 

・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化 

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、ロボットプログラミング教育支援 など 

第４弾  ㉘９月補正                        総額:50,000千円 
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○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／Ｈ28－30）＜第39回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 グローカルイノベーション戦略 

  ・交流人口増加に向けた新成⾧分野の強化 

ふくろい版ホームステイ、クラウンメロンのブランド力向上、健康アプリ作成 など 

  ・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出 

   オープンデータ活用推進、創業支援 など 

・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化 

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、市民の英語力向上 など 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成2９年度 「地方創生事業の加速」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○交付金名 地方創生拠点整備交付金＜第41回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 １６,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 地域の縁側づくり「ENGAWAマーケット＠浅西」実施計画 

  ・縁側づくり（事務室の増築）と土間（庇）の設置  

ENGAWA（事務室）ヒトとコトの交流ゾーン／DOMA（庇）モノの交流ゾーン 

  ・備品購入（老朽化した味噌づくり用自動発酵機等の備品更新） 

 
○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（１年目／Ｈ29－31） 

○事 業 費 ２０,００４千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業 

  ・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施） 

・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討） 

・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり 

第７弾  ㉙交付（国委託事業）                  総額:20,004千円 

第６弾  ㉙当初                         総額:50,000千円 

第５弾  ㉘２月補正⇒㉙全額繰越                 総額:16,000千円  
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○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ６７,６００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「日本一健康文化都市」実現戦略 

  ・ウェルビーイングを実現するまちづくり 

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など 

・人生100年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション 

 特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など 

 

○平成30年度 「地方創生事業の深化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／Ｈ28－30）＜第39回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ５０,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 グローカルイノベーション戦略 

  ・  

ふくろい版ホームステイ、ラグビー開催に向けた機運醸成、インバウンド観光推進 など 

  ・オープンデータやクラウドファンディングを活用した新事業の創出 

   オープンデータ活用推進、創業支援 など 

・人材育成／ＩＴ教育や観光教育の充実強化 

ＩＣＴ教育の充実強化（電子黒板導入校の拡大）、市民の英語力向上 など 

 
○交付金名 地方創生推進交付金（１年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 １３２,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「稼ぐチカラ」向上戦略 

  ・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化 

商店街・風鈴まつり×イルミネーション、農産物お土産開発、産業経済懇話会 など 

・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり 

 ラグビーＷ杯に向けた誘客、ＩＣＴとＳＮＳを活用した魅力発信 など 

第８弾  ㉚当初                         総額:50,000千円 

第９弾  ㉚６月補正                       総額:199,600千円 
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○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ５７,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「日本一健康文化都市」実現戦略 

  ・ウェルビーイングを実現するまちづくり 

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など 

・人生100年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション 

 特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○平成31年度 「第１期の総仕上げと第２期総合戦略を見据えた展開」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
 

 
○交付金名 地方創生推進交付金（２年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 １３８,０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「稼ぐチカラ」向上戦略 

  ・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化 

商店街・風鈴まつり×イルミネーション・ライトアップ、自動運転走行実証 など 

・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり 

 ラグビーＷ杯に向けた誘客、ＩＣＴとＳＮＳを活用した魅力発信 など 

第11弾  ㉛当初                         総額:195,000千円 

 
○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（２年目／Ｈ29－31） 

○事 業 費 ２０,０９９千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業 

  ・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施） 

・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討） 

・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり 

第10弾  ㉚交付（国委託事業）                  総額:20,099千円 
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○令和２年度 「第１期総合戦略のまとめと第２期総合戦略の策定」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○事 業 名 生涯現役促進地域連携事業（３年目／Ｈ29－31） 

○事 業 費 ２０,１０８千円（国費１０／１０） 

○交付要件 国は協議会の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 ふくろいTaskAruネットワーク（３Days Worker’s Office構想推進）事業 

  ・高齢者の担い手づくり（職場見学会、就労体験、職能訓練の実施） 

・新しい働き方・しごとづくり（需給双方による検討） 

・高齢者・企業双方への普及啓発とネットワークづくり 

第12弾  ㉛交付（国委託事業）                   総額:20,108千円 

 
○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ９５，０００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「稼ぐチカラ」向上戦略 

  ・地域資源の融合・変化による新たな価値創出と地域内の「稼ぐチカラ」強化 

夜宵プロジェクト、ミズベリング、サイクルロードレース、自動運転走行実証 など 

・メガイベントを契機とした「まちの魅力」の最大化とコトづくり 

 ラグビーW杯関連事業、ICT・SNSを活用したシティプロモーション など 

第12弾  ㉛当初                         総額:151,500千円 

○交付金名 地方創生推進交付金（３年目／H30－32）＜第47回地域再生計画認定＞ 

○事 業 費 ５６，５００千円（国費１／２） 

○交付要件 国は自治体の提案を受け、先導的な取組を審査・選考 

○施策の概要 

 「日本一健康文化都市」実現戦略 

  ・ウェルビーイングを実現するまちづくり 

出張保健センター、ＩＣＴコミュニティ情報発信、ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ２９６１ など 

・人生１００年時代の暮らしを先取るひとや地域のイノベーション 

 特色ある地域づくり推進、未来の教室実証研究 など 
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（ふくろいトピックス９） 

⑨輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと・創生会議 

地方創生の実現に向けた取組の加速・深化を目的として、各々の専門分野から幅広く意見をいただくととも

に、政策立案に向けた議論を行うため、市内（県内）及び首都圏で幅広く活躍されている産学官の代表者ら

により構成する「ふくろい部会」・「首都圏部会」、市内金融機関等の支店⾧により構成する「金融機関支店⾧

会議」を次のとおりそれぞれ設置し、会議を開催している。 

 

 

 

 

 

 

■地方創生会議委員名簿（R元.6末現在／順不同・敬称略） 

［ふくろい部会］                                           

所属 役職 氏名 所属 役職 氏名 

㈱杏林堂薬局 代表取締役 青 田 英 行  袋井市観光協会 会⾧ 谷 敦 

Realabo（食と子育てを楽しむサークル） 代表 足 立 美 和  袋井商工会議所 顧問 豊田富士雄  

宗教法人法多山尊永寺 住職 大 谷 純 應  静岡産業大学経営学部 客員教授 丹 羽 由 一  

日本貿易振興機構浜松貿易情報センター 所⾧ 志 牟 田 剛  静岡理工科大学 学⾧ 野 口 博  

㈱THE BLUE OCEAN 代表取締役 竹 原 興 紀  山名学園山名幼稚園 理事⾧ 諸 井 理 恵  

［首都圏部会］                                           

所属 役職 氏名 所属 役職 氏名 

凸版印刷㈱ 特別相談役 足 立 直 樹  ココカラファイン㈱ 代表取締役社⾧ 塚 本 厚 志  

㈱大和総研 主席研究員 内 野 逸 勢  イービストレード㈱ 代表取締役社⾧ 寺 井 良 治  

ネオファーマジャパン㈱ 代表取締役 河 田 聡 史  ㈱大和コンピューター 代表取締役社⾧ 中 村 憲 司  

㈱三菱総合研究所 主席研究員 北 井 渉  楽天カード㈱ 常務執行役員 幡 鎌 大 介  

㈱JTB 人財開発部⾧ 鈴 木 良 照  ㈱コクーン 代表取締役 松 本 朋 丈  

［金融機関支店⾧会議］ 

静岡銀行 スルガ銀行 清水銀行 静岡県労働金庫 浜松磐田信用金庫 

島田掛川信用金庫 遠州中央農業協同組合 日本政策金融公庫   
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■地方創生会議開催状況 

［ふくろい部会（委員:６人（～H30）10人（R元～）］ 

№ 開催日 場所 内容 

１ H27.５.19（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」の方向性について 

２ H27.７.21（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について ①人口ビジョン（素案）、②政策パッケージ（骨子案） 

３ H28.６.29（月） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換、企業版ふるさと納税 

４ H29.６.28（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換 

５ H30.６.27（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換 

６ R元.7.８（月） 袋井市役所 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、 
第２期総合戦略策定に向けた意見交換 

７ R2.2.13（木） 袋井市役所 第２期総合戦略素案について、意見交換 
 

［首都圏部会（委員:10人）］ 

№ 開催日 場所 内容 

１ H27.５.12（火） 都市センターホテル 袋井版「総合戦略」の方向性について 

２ H27.７.31（金） 都市センターホテル 袋井版「総合戦略」について ①人口ビジョン（素案）、②政策パッケージ（骨子案） 

３ H28.７.３（月）  都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換、企業版ふるさと納税 

４ H29.７.３（月）  都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換 

５ H30.７.３（火）  都市センターホテル 地方創生事業評価、政策立案に向けた意見交換 

６ R元.７.1（月） 都市センターホテル 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、 
第２期総合戦略策定に向けた意見交換 

７ R2.2.12（水） NIPPON GALLERY 第２期総合戦略素案について、意見交換 
 

［金融機関支店⾧会議（委員:８人）］ 

№ 開催日 場所 内容 

１ H27.５.26（火） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」策定方針について 

２ H27.７.29（水） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について意見交換 
①人口ビジョン（素案）、②政策パッケージ（骨子案） 

３ H27.10.20（金） 袋井市役所 袋井版「総合戦略」について意見交換 ①人口ビジョン、②総合戦略／政策パッケージ 

４ H28.３.２（水）  袋井市役所 地域内の就労に関する需要供給調査について（調査依頼） 

５ H28.７.22（金） 袋井市役所 地域内の就労に関する需要供給調査について 

６ H29.２.15（水） 袋井市役所 平成29年度当初予算の概要について,３Days Worker’s Office構想について 

７ H29.11.１（水） 袋井市役所 平成28年度地方創生取組結果の概要 
政策立案に向けた意見交換 

８ H30.８.23（木） 袋井市総合センター 平成29年度地方創生取組結果及び平成30年度取組の概要 
政策立案に向けた意見交換 

９ R元.7.17（水） 袋井市役所 地方創生事業評価、第１期総合戦略の総括、 
第２期総合戦略策定に向けた意見交換 

10 R2.３.２（月） 袋井市総合センター 第２期総合戦略素案について、意見交換 
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（ふくろいトピックス10） 

⑩地方創生の実現に向けた「政策勉強会」 

 地方創生の実現に向け、時代をリードする新技術や価値観などに携わる有識者を招聘し、知識を深めると

ともに、政策立案につなげていくことを目的として、市⾧をはじめ、庁内幹部職員及び市議会、商工会議所

等関係団体を対象とした「政策勉強会」を開催している。 

№ 開催日 場所 内容 

１ H27.12.19（土） 
エコパ 

スタジアム 

ラグビーワールドカップの魅力について 
［講師］ラグビーワールドカップ2019組織委員会 

 事業部⾧ 伊 達 亮 氏 
メガスポーツイベントを契機とした新たなまちづくり 

［講師］ＥＹ総合研究所㈱ 

 未来社会・産業研究部⾧ 小 川 高 志  氏  

２ H28.１.21（木） 袋井市役所 
労働市場の今後と政策課題 ～高齢者就労の実態～ 

［講師］㈱リクルートワークス研究所 

    主任研究員 戸 田 淳 仁  氏 

３ H28.２.18（木） 袋井市役所 

ホームステイ × まちの国際化  
～我が家は、ときどきインターナショナル～ 
［講師］Homestay in Japan／㈱ネクステージ 

代表取締役 竹 島 千 歳  氏 

４ H28.11.９（水） 袋井市役所 
ＩＣＴまちづくりの近況と今後の展望について 
［講師］東京大学大学院情報学環 

教授 須 藤 修 氏 

５ H29.９.１（金）  袋井市役所 

シェアリングエコノミーをめぐる近況と今後の展望に 
ついて 
［講師］（一社）シェアリングエコノミー協会 

内閣官房シェアリングエコノミー伝道師 積 田 有 平  氏 

６ H30.12.25（火） 袋井市役所 

変化の激しい時代を生きる子ども達のこれからの教育とは 
[講師]小金井市立前原小学校校⾧ 松田孝氏、 

Google Japan Google for Education  
マーケティング統括部⾧ スチュアート・ミラー氏 

７ H31.3.15（金） 袋井市役所 地域所得力調査の結果から見る袋井の現状と課題 
[講師]（一財）静岡経済研究所調査研究部⾧ 山田慎也氏 

８ R元.６.25（火） 袋井市役所 塩尻市に見る産学官民による地域ＩＣＴの推進 
[講師] 総務省地域情報化アドバイザー 金子春雄氏 

９ R元.12.17（火） 袋井市役所 データから見る袋井市の地域経済の実態について 
[講師] ㈱価値総合研究所 主席研究員 山崎 清氏 
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（ふくろいトピックス11） 

⑪金融機関との連携強化／地方創生の推進に係る連携協定 

 地方創生の実現に向け、各々の強みを活かした特色ある連携や取組を展開するため、次のとおり個別に「取

組テーマ」を設定し、連携協定を締結した。 

［連携協定の状況］                                （R２.６末現在） 

№ 金融機関名 調印日 取組テーマ 

１ 磐田信用金庫 H27.９.７ 
「農業」と「食」に関すること 

（例）新規就農者等の創業支援 

２ 静岡銀行 H28.１.19 
「健康」をキーワードにした施策連携 

（例）産業×健康づくりほか 

３ 浜松信用金庫 H28.１.21 
アウトバウンド戦略とインバウンド戦略 

（例）農産物の海外輸出と観光PR 

４ 掛川信用金庫 H28.２.15 
潜在的な労働力の発掘 

（例）女性の活躍などの創業支援 

５ 遠州中央農業協同組合 H28.２.18 
競争力のある商品づくり 

（例）ふるさと納税返礼品の充実 

６ スルガ銀行 H28.３.14 
まちの賑わいづくり 

（例）空き店舗の利活用 

７ 静岡県労働金庫 H28.３.17 
若者〔勤労者〕の定住促進 

（例）住まい方など将来設計への助言 

８ 清水銀行 H28.３.25 
地域を担う人材育成の推進 

（例）実践的な金融経済教育の普及 

 

■金融機関との連携による取組事例 

○共通事項（全ての金融機関が参画）地域内就労需要供給実態調査、金融機関支店⾧会議 

○個別事項（協定締結順／R２.６末現在） 

・磐 田 信 用 金 庫  特産品ＰＲイベント仲介（山口県宇部市） 

・静 岡 銀 行 地方創生特設PRブース設置（袋井支店） 

・浜 松 信 用 金 庫 クラウンメロンのタイ輸出支援、クラウドファンディング推進 

・遠 州 中 央 農 業 協 同 組 合 農協祭での健康づくりＰＲ 

・ス ル ガ 銀 行 法多山門前再興プロジェクト                             

・静 岡 県 労 働 金 庫 ろうきん遠友会住宅フェスティバルでの定住PR  
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第６章 参考資料［やらまいか通信（抜粋）］ 

全 体 地方創生会議ほか 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑戦１ 若者が魅力を感じるまちづくりへの挑戦 
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挑戦２ ふくろい「場のチカラ」を向上させる挑戦 
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挑戦３ 健康づくりをリードする袋井の新たな挑戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


